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害
児
入
所
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の

改
修
費
８
億
８
、
３
４
０
万
円
が
２

年
間
の
債
務
負
担
行
為
と
し
て
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

熊
谷
新
ス
タ
ン
ド
建
設
も

主
な
議
案
と
し
て
は
、
屋
外
広
告

物
の
許
可
等
39
事
務
を
処
理
す
る
権

限
を
市
町
村
へ
移
す
条
例
改
正
案
や

荒
川
左
岸
南
部
流
域
な
ど
６
流
域
の

下
水
道
の
維
持
管
理
及
び
設
置
な
ど

に
要
す
る
自
治
体
負
担
額
の
見
直
し

案
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
、
上
尾
運
動

公
園
な
ど
県
有
３
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
や
２
０
１
９
年
の
ラ
グ
ビ

ー
Ｗ
杯
に
む
け
た
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場

新
ス
タ
ン
ド
等
の
建
設
工
事
契
約
案

件
な
ど
も
審
議
さ
れ
ま
す
。

会
期
は
12
月
22
日
ま
で
の
21
日
間

で
す
。

12
月
定
例
会
で
は
日
本
共
産
党
県

議
団
が
本
会
議
で
一
般
質
問
を
行
い

ま
す
。
12
月
９
日
（
金
）
午
後
３
時

か
ら
柳
下
礼
子
県
議
団
長
が
行
う
予

定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
日
本
共
産
党
県

議
団
事
務
局
ま
で
。
電
話
０
４
８
―

８
２
４
―
３
４
１
３
。

７
２
１
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
病
院
事
業
会
計
に
は
、
小

児
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
医
療
型
障

栃
木
県
鹿
沼

市
に
南
摩
ダ
ム

と
付
近
の
河
川

を
結
ぶ
地
下
導

水
路
を
建
設
す

る
思
川
開
発
事

業
。
総
額
１
、

８
５
０
億
円
の

巨
大
水
資
源
開

発
事
業
は
国
に

よ
る
事
業
検
証

が
終
了
し
、
事

業
継
続
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
末

ま
で
に
累
計
で

約
８
７
０
億
円

（
47
％
）
の
予

算
が
執
行
見
込

埼
玉
県
議
会
12
月
定
例
会
が
２
日

か
ら
開
会
さ
れ
ま
す
。
２
０
１
６
年

度
補
正
予
算
を
含
む
21
件
の
議
案
が

提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

一
般
補
正
予
算
は
８
億
８
、
３
８

２
万
円
で
す
。
神
奈
川
県
相
模
原
市

の
障
害
者
施
設
で
起
き
た
殺
傷
事
件

を
う
け
、
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
等

に
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置
す
る
た

め
の
補
助
費
３
億
１
、
３
０
２
万
円

や
、
児
童
相
談
所
が
保
護
し
た
子
ど

も
を
短
期
間
滞
在
さ
せ
る
「
一
時
保

護
所
」
の
生
活
環
境
の
改
善
費
５
、

17
日
、
梅
村
さ
え
こ
衆
議
院
議
員
は

じ
め
関
係
自
治
体
の
議
員
と
と
も
に

南
摩
ダ
ム
の
建
設
予
定
地
を
初
め
て

視
察
し
ま
し
た
。
建
設
予
定
地
を
望

む
展
望
台
に
あ
が
り
ま
し
た
が
、
見

事
な
Ｖ
字
渓
谷
で
こ
こ
を
ダ
ム
サ
イ

ト
の
適
地
と
し
た
理
由
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
ダ
ム
底
を
流
れ
る
南
摩

川
は
流
量
が
非
常
に
小
さ
く
、
ま
る

で
小
川
の
よ
う
な
川
で
す
。
山
を
越

え
た
黒
川
と
大
芦
川
か
ら
ト
ン
ネ
ル

で
導
水
し
な
け
れ
ば
、
ダ
ム
に
水
が

た
ま
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。

治
水
で
も
利
水
で
も
必
要

の
な
い
ダ
ム
事
業

も
と
も
と
、
３
つ
の
川
か
ら
導
水

す
る
計
画
で
し
た
が
、
大
谷
川
が
地

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
は
す
で
に
約
14
億
円
の
負

担
金
を
支
出
し
、
今
後
も
約
１
５
５

億
円
を
負
担
す
る
見
通
し
で
す
。
本

年
度
の
県
予
算
で
は
利
水
・
治
水
合

わ
せ
て
５
億
３
千
万
円
以
上
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

導
水
し
な
け
れ
ば
水
の
た

ま
ら
な
い
ダ
ム

民
主
党
政
権
以
来
、
ダ
ム
建
設
を

継
続
す
る
か
検
証
を
し
て
い
る
状
況

で
し
た
が
、
周
辺
整
備
は
着
々
と
進

行
し
、
用
地
取
得
、
県
道
改
良
、
仮

排
水
ト
ン
ネ
ル
は
１
０
０
％
、
工
事

用
道
路
99
％
、
付
け
替
え
県
道
は
67

％
が
完
了
し
、
残
す
は
ダ
ム
本
体
と

導
水
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
埼
玉
県
議
団
は
10
月

元
自
治
体
の
反
対
で
導
水
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
２
本
の
川
で
ダ
ム

の
貯
水
量
が
確
保
で
き
る
の
か
。
疑

問
の
声
は
当
然
で
す
。

人
口
減
少
が
す
す
み
、
水
道
用
水

の
需
要
も
縮
小
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。
水
が
た
ま
る
か
わ
か
ら
ず
、
治

水
で
も
利
水
で
も
必
要
の
な
い
無
駄

な
ダ
ム
事
業
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

現・小児医療センター（さいたま市）

水が溜まらない？ムダな思川開発事業
は中止を 県の大型事業を検証する●２ 小久保剛志

県議団事務局

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

埼
玉
県
議
会
12
月
定
例
会
開
か
れ
る
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自
公
政
権
の
下
、
本
来
業
務
の
分

社
化
・
民
間
委
託
な
ど
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

東
武
鉄
道
も
、
車
両
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
「
東
武
イ
ン
タ
ー
テ
ッ
ク
」

に
、
線
路
と
電
気
関
係
の
保
全
を

「
東
武
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
に
、

乗
車
券
の
発
売
や
改
札
口
、
ホ
ー
ム

で
の
乗
客
の
安
全
確
保
な
ど
駅
の
業

務
全
般
を
「
東
武
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
」
と
い
う
、
東
武
鉄
道
が
１

０
０
％
出
資
す
る
子
会
社
に
業
務
委

託
し
て
い
ま
す
。
こ
の
三
社
の
労
働

者
は
２
５
７
５
人
と
、
東
武
鉄
道
正

社
員
の
６
割
を
超
え
る
規
模
で
す
。

し
か
も
彼
ら
は
、
東
武
鉄
道
本
体
の

正
社
員
と
比
べ
て
賃
金
は
６
割
程

度
、
福
利
厚
生
制
度
も
劣
悪
で
す
。

こ
う
し
た
状
態
を
放
置
し
て
お
い

て
、
旅
客
の
命
と
安
全
が
守
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

「
コ
ス
ト
削
減
」「
利
益
優
先
」

の
た
め
に
行
う
こ
の
よ
う
な
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
に
対
し
て
労
働
組
合
が

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
東
芝
、
三
菱
自
動
車

な
ど
大
企
業
の
相
次
ぐ
不
祥
事
も
、

労
働
組
合
が
看
過
し
て
き
た
結
果
と

の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
日
本
国
憲
法

が
言
う
、
国
民
の
基
本
的
人
権
と
し

て
の
交
通
権
を
確
立
す
る
た
め
、
地

域
住
民
と
交
通
関
係
労
働
組
合
、
地

方
議
員
な
ど
が
今
こ
そ
力
を
合
わ

せ
、
み
ん
な
の
声
を
集
め
て
会
社
に

改
善
を
迫
り
ま
し
ょ
う
。

民
主
県
政
の
会
と
日
本
共
産
党
埼

玉
県
議
団
は
、
11
月
15
日
か
ら
17
日

ま
で
高
知
県
庁
な
ど
を
訪
れ
、
県
の

た
南
国
市
や
四
万
十
町
の
現
状
を
視

察
し
ま
し
た
。
視
察
は
民
主
県
政
の

会
の
代
表
委
員
会
で
山
田
兼
三
元
南

産
業
振
興
や
雇

用
対
策
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者

と
懇
談
し
、
ま

市
町
村
国
保
の
大
事
な
任
務
と
し
て

今
後
も
継
続
し
ま
す
。

国
保
税
率
統
一
で

�

引
き
上
げ
心
配

そ
こ
で
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険

に
変
更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
国
保

税
率
を
統
一
し
た
い
」
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
て
県
を
中
心
に
検
討
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
10
日
に
行
っ

た
県
政
要
求
共
同
行
動
に
よ
る
県
か

ら
の
回
答
で
は
「
当
面
は
統
一
し
な

い
」「
将
来
に
向
け
て
検
討
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
心
配
で

す
。
既
に
大
阪
府
は
保
険
料
統
一
の

方
針
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
北
海

道
で
は
納
付
金
を
仮
算
定
し
結
果
、

所
得
２
０
０
万
円
夫
婦
二
人
の
保
険

国
民
健
康
保
険
が
１
９
５
８
年
に

国
民
皆
保
険
と
し
て
開
始
さ
れ
て
か

ら
60
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
制
度
の
大
き
な
改
正
が
実
施
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８

年
度
か
ら
市
町
村
が
運
営
委
員
す
る

国
保
に
県
が
加
わ
り
、
財
政
運
営
を

担
い
ま
す
。
医
療
機
関
へ
の
医
療
費

を
支
払
う
責
任
は
埼
玉
県
が
担
い
ま

す
が
、
必
要
な
財
源
は
市
町
村
か
ら

拠
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
保
険
証
は

「
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
証
」
に
変

わ
り
ま
す
。
地
域
の
実
情
に
沿
っ
て

病
院
や
診
療
所
を
運
営
す
る
こ
と
は

料
の
場
合
で
比
較
し
た
結
果
、
市
町

村
間
の
格
差
が
現
在
の
２
・
26
倍
が

１
・
３
倍
に
是
正
さ
れ
る
と
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
は
半
数
以
上
の
市
町

村
で
保
険
料
が
上
昇
し
、
14
市
町
村

は
30
％
以
上
値
上
が
り
し
ま
す
。

現
在
県
と
市
町
村
は
、
県
に
納
め

る
「
納
付
金
」
な
ど
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
は
２
０

１
８
年
３
月
議
会
で
新
た
な
保
険
税

率
を
定
め
ま
す
。「
払
え
る
保
険

税
」「
保
険
税
引
き
下
げ
」
を
実
現

さ
れ
る
運
動
は
、
２
０
１
７
年
度
が

正
念
場
で
す
。

い
ま
県
民
の
く
ら
し
に
不
安
を
与

え
て
い
る
の
は
、
国
保
ば
か
り
で
な

く
介
護
問
題
が
あ
り
ま
す
。
来
年
か

ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
運
営
の
一
部
を
県

か
ら
市
町
村
に
移
し
ま
す
。
保
険
料

や
サ
ー
ビ
ス
水
準
は
ど
う
な
る
の
か

注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

光
町
長
の
経
験
を
学
習
し
た
際
、
独

自
の
県
政
運
営
を
す
す
め
て
い
る
高

知
県
の
実
践
に
学
ぶ
こ
と
が
提
起
さ

れ
、
県
議
団
を
中
心
に
企
画
を
す
す

め
て
き
た
も
の
で
す
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲

載
し
ま
す
。

県
政
要
求
共
同
行
動
の
様
子

「
コ
ス
ト
削
減
」「
利
益
優
先
」
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ�

労
組
が
チ
ェ
ッ
ク
を

高
知
県
の
雇
用
・
産
業
を
学
ぶ

民
主
県
政
の
会
と
県
議
団
が
高
知
視
察

埼玉社保協　　川嶋芳男 事務局長

国民健康保険制度の大「改正」

国保の都道府県化 
国保税引下げを
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